TPLS 2011 in Kyotoへの御招待
来る3月19日（土）―20日（日）京都大学で、TPLS2011を開催します。参加ご希望の方は末尾の申し込み用紙を利用して、2月25日（金）までに申し込んでください。Trans Pacific Labor Seminar　は今回が4回目で、米国と日本の労働経済学者が集まり、最新の研究成果を発表するインフォーマルな会合で、指定討論者を設けず、参加者全員で発表論文について闊達な議論を行う場です。今年度の暫定プログラムについては下記をご参照ください。
なお、一般参加者は40名を上限としますので上限に達した時点で募集を締め切らせていただきます。参加者全員が昼食と一日目夕刻のレセプションに招待されます。なお、大学院生とPDや助教を中心として、参加の旅費と滞在費も開催者で負担致しますので、希望される方はその旨明記のうえご応募ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　

コルゲート大学　加藤　隆夫　　UCSB　　　　　Peter Kuhn

大阪大学　　　　大竹　文雄　　京都大学　　　  有賀　健

TPLS11 in Kyoto参加申し込み用紙
2月25日（金）必着
該当するものを選んでください。

1． TPLS11inKyoto に参加を申し込みます
19日昼食（御招待）　　　　　（要、不要）

19日夜レセプション（御招待）（参加、不参加）

20日昼食（御招待）　　　　　（要、不要）

2． TPLS参加旅費の支給　（希望、不要）

　（旅費支給の決定については希望者数把握ののち、後日連絡致します）
氏名　（ひらがな）

英文表記　氏名

所属

連絡先　（e-mail、当日連絡可能な電話番号）
上記記入のうえ

大阪大学社会経済研究所　GCOE事務担当　後藤 理佐（rcbe-conf@iser.osaka-u.ac.jp）まで申し込み用紙を送付ください。
